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覆いの衣服一VivienneWestwoodの隠された企み-
辻本沙紀
ヴィグィアン・ウエストウッド (Vivienne Westwood)は、イギリスを代表する
デザイナーの一人である。私と VivienneWestwoodとの出会いは今から 6
年ほど前のちょうど私が高校生の頃であり、それ以来 VivienneWestwood 
というブランド、そしてデザイナーの存在は私の中で日糟しに大きくなり現在
に至っている。
1971 年にヴィ ヴィアンはパートナ一、マルコム ・マクラーレン(Malcom 
McLaren)と共にキングズ・ロード 430番地 (430Kings Road)に最初の、ンョップ
LET IT ROCKをオープンし、その後もデザインのテーマ、唐名、インテリアな
どを次々と変えていくうちに 70年代におけるパンクファッションの生みの親とし
て一躍有名になった。しかし「すっかりアンダーグラウンドに飽きてしまったJヴ
ィヴィアンはパンクから離れ新たな道を模索し、後に「過去の伝統や文化を
重視Jし「伝統を以って未来を創るJとしづ新たな姿勢を見出すことになるの
である。
私を強く若、きつけたヴィヴィアン・ウエストウッドというデザイナーの経歴は、
ある時期をきっかけに大きく前期と後期に分類することができる。その契機と
は 1983年のマルコムとのパートナーシップの解消と、その後の資金難によるコ
レク、ンョンの中断期である。この 1983年までを前期、それ以降を後期と置くこ
とにすると、それぞれは全く異なる特徴を持ち備えているように見える。しかし
それらのデザインの中に何らかの共通点を見出すことは出来ないであろうか。
これについて、後期のフアツ、ンョンを代表するクリノリンスカートを取り上げ、以
下考察していこうと思う。
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H 
前期と後期
キングズ・ロード 430番地に最初にオープンしたショップ“LETIT ROCK" 
以降 1981年の“World'sEnd"に至るまで、前期のデザインのテーマや、ンヨツ
プのディスプレイは庖名とともに次々に変えられていった。 1970年代から 80年
代初頭において、ヴィヴィアンは「反逆とは年齢に対する若さの抵抗であるJ
とし、う信念、のもとで、マルコムと共に斬新かつ手練な表現を武器にファッショ
ン界に侵攻していったのであるが、その時期の代表的な服として 1976年
“SEDITIONARIES"時代のパンクファッションが挙げられる。パンクファッショ
ンが生まれた当時のイギリス社会は、不況の煽りを受けて町には失業者が
溢れかえり、若者たちの問ではやり場のない怒りが渦巻いていた。そうした社
会情勢の中で挑発的かっ破壊的なパンクの思想は抑圧された若者逮に
火をつけ、ファッション、音楽などをも巻き込んだ一大ムーヴメントを作り出す
ことになったのである。
この時ヴィヴィアンが発表した服として“GODSAVE THE QUEEN"Tシャ
ツやカウボーイガーゼシャツが挙げられる。“GODSAVE THE QUEEN"はマ
ルコムが生きたメディアとしてショップの広告熔に利用したバンド、“SEX
PISTOLS"の楽曲のタイトルでもあり、このTシャツは 1977年のエリザベス女王
即位 25周年に合わせて発表されたものだ。 Tシャツのフロントにはエリザベス
女王の顔がプリントされ、その鼻の部分には安全ピンが突き刺されており、
顔の横には“SHEAIN'T NO HUMAN BEING. "とし、う辛練な言葉が書か
れていた。また、“SEXPISTOLS"が楽曲のプロモーションのために作成した
別パージョンのTシャツの女王は目と口の部分が犯罪者のように黒く塗りつ
ぶされており、その上 lこ“GODSAVE THE QUEEN"と“SEXPISTOLS"とい
う言葉がプリントされていた。当然これらの服は女主の即位を祝うものとは考
えられず、逆に卑下し馬鹿にしたものであるが、ここにはイギリス王権の象徴
である女王を笑いや中傷の対象にすることで、不況を作り、その対策すらま
ともに取れていないイギリスの社会体制に対する反発心が暗に示されている
のではないだろうか。同様にカウボーイガーゼシャツもヴィヴィアンとマルコム
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の攻撃性が分かりやすく示されている服だ。これは“SEX"の頃から販売され
ていたいわゆる「狼襲柄 jがプリントされた服である。薄手のガーゼを重ねた
素材で出来たシャツは、異様に長い袖の先と肘が金具で繋がれており、肩
には引き裂いた穴が聞いていた。そして前面には下半身を露出した二人の
カウボーイが向き合って立っているイラストがプリントされているのである。この
服に限らずグィグィアンは「狼軍基柄Jを使った服を多数発表しているのだが、
これらの服は社会的に大きな物議を醸した。この反応は当然のもので、ヴィ
ヴィアンたちの取り上げたモチーフは一般的な道徳観念、からは当然受け入
れることの出来ないものであったのである。他にも前期のヴィヴィアンの服に
は SM、“PIRATES"(海賊)“WITCHES"(魔女)といった社会からの逸脱者
が多数取り上げられている。 これらはヴィヴィアンとマノレコムの当時の道徳観
念に対する反発心を表すものであり、ヴィヴィアンはこれらのモチーフを通し
て体制や社会に対し攻撃を仕掛けていったのではないだろうか。
前期とはうって変わり、後期のヴィヴィアンのデザインする服は過去の歴
史や文化、そして伝統を重視するものであった。これについてマレー・プノレウ
ェットは次のように述べている。
『後ろを見ることだけが未来を創造するための手段になる』と語る彼女
は、過去の歴史から多くのアイデアを唄ぎとる。 l
この言集に表されるように、後期のヴィヴィアンの主な手法は過去を見つめ
調査をすることに必づいている。その中でも特に彼女が重視したのは母国イ
ギリスの伝統であった。このことについては VivienneWestwoodというブラン
ドにはもはや欠かすことのできなくなった orbのマークを取り上げて考えること
ができる。 orbはもともとエリザベス女王の職杖の頭に付いているもので、王
冠と地球をモチーフにし、イギリス王室にも認められている伝統の証と言わ
れている。イギリス文化において長く由緒ある歴史を持つハリス・ツイードのタ
グにも品質を証明するものとして同様の orbが見て取れるように、このマーク
はイギリス文化においては非常に重い意味を持っと考えられるだろう。このよ
うな orbを自己のアーランドの顔として使用することから、ヴィヴィアンの自国の
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伝統に対する深い敬意と愛着を読み取ることができるのではないだろうか。
また、次章で取り上げるクリノリンスカートについても、 Caroline Evans と
Minna Thorntonによる Women& Fashion : A New Lookに次のような記述
が見られる。
The hoped crinoline is an invitation of the nineteenth century， 
associated with， while the mini is a product of the 1960s and 
swinging London.2 
輪状のクリノリンは 19世紀の発明品であり、帝国を連想させるもので
ある。一方で、ミニスカートは 1960年代のスクインギング・ロンドンの産
物である。
The crinoline was part of the overblown opulence of Empire. 3 
クリノリンは帝国の大げさな豪勢さの一部であった。
つまり、ヴィヴ、イアンが過去から引用してきたクリノリンスカートもイギリスの重
い主権と深い結びつきを持っているのである。このようにテーマ、素材、モチ
ーフなどを通してヴィヴィアンは、母国イギリスに対する特別な思いを自らの
デザインを通して表現しようとしているのではないだろうか。
同様にヴィヴィアンが好んでデザインに取り入れていったものとして、 18世
紀バロック美術やロココ美術の絵画が挙げられる。 1990・91年秋冬コレク、ンョ
ン“Portrait"ではロンドン・ウオレスコレクションの中の 18世紀画家フランソワ・
ブーシェによる「まどろむ羊飼いの娘のそばにいる羊飼いの青年 jをプリント
に用い、続く 1991・92年秋冬コレク、ンョン“DressingUp"で、はイタリアルネッ
サンスの再構築と言われ、ブーシェの弟子である18世紀風俗画家フラゴナ
ールによる天使たちが戯れる絵画、通称“Putti"が取り入れられている。これ
らはほんの一例であって、これ以降にもヴィヴィアンのコレク、ンョンの中には同
様に絵画や 18-19世紀における優美な文化をモチーフとしたものが多数見ら
れる。「たくさんの読書や経験を通じて、アイデアは過去の様々な伝統から
生まれるものだとわかったの。 Jとヴィヴィアンは言う。 4 イギリスの伝統の重視
146 
覆いの衣服
といい、 18世紀絵画の採用といい、過去の歴史や伝統からインスピレーション
を得てデザインを行なうヴィヴィアンにとって、過去とは様々なヒントの詰まっ
た尽きることのない大きな宝箱のようなものなのだろう。しかしその一方で、ヴ
ィヴ‘ィアンは単に過去の一部を切り取って現在に持ち込んだとし、うわけでは
ない。次章で取り上げるクリノリンスカートのように「シルエットやデザインは過
去のものを採用しつつも、その意味をすっかり変えてしまうJ5のである。ヴィヴ
イアンにとって過去はあくまでデザインのヒントに過ぎない。過去の観察や調
査によって発見したオリジナルを現代に合わせて修正・調整することでオリジ
ナルとは全く異なった意味を与え、新たなファッションを作り出してし、く。これ
が過去の歴史や文化、伝統に回帰するようになった後期のヴィヴィアンが採
る代表的な手法であると言えよう。
クリノリンスカート
これまで見てきたようにヴィヴィアンのデザインする服は前期と後期で全く
異なった特徴を持ち備えている。前期でいう 「社会や体制に対する反抗、
明確な攻撃性の表現Jに対し、後期では「過去の伝統や文化、伝統の重
視し「伝統を以って未来を創るJとしづ姿勢がそれぞれの特徴として挙げら
れるであろう。一般的にヴィヴィアンに対する評価はこのように前期と後期を
まったく別のものとして扱われることが多い。ヴィヴィアン自身も現在と過去を
切り離して考えており、かつての「パンクの女王Jとしての社会に攻 量産を仕掛
けた経歴に触れられることをあまり好ましくは思っていない様子である。6 し
かし、ヴィヴ‘ィアンは本 当に前期と後期を全く別のものとして区別し、自らの
発想、の方向性を 180度転換することに成功したのであろうか。一見して全く
異 なった特徴を持つ前期と後期のデザインの中に何らかの共通点 を見出
すことはできないであろうか。このことを論じていく上で、ヴィヴィアンが後期 に
発表した服のうちで代表的なものであるクリノリンスカートを取り上げて、以 下
考えていきたいと思う。
クリノリンスカートはフランス語の crin(馬の毛)に語源を持つ。 19世紀、当時
の女性はスカートの膨らみを保 つために馬の毛を縫込んで硬く糊付けした
ベチコートを幾重にも重ねて履いていたのだが、このような膨らみを持ったス
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カートのことをクリノリンスカートという。クリノリンスカートが生まれた当時、女
性はスカートにボリュームを出すために相当な枚数を重ねたベチコートを身
に着けて生活していた。しかしこの幾重にも重ねられた下着は、 rl880年に服
装改革運動が起こった際には運動の主唱者たちは下着の重さを 3.2キロ
以下に抑えるべきだと主張していたJ7ことからも分かるように相当な重さのも
のであり、加えてI幾重にも重ねたベチコートは歩く際に足にまとわり付いて
歩行の妨げになったJ8というように着る者にとって大きな負担となる代物であ
った。しかしこのクリノリンスカートはコルセットと同様に着る者の日常における
不自由さにも関わらず、当時の貴族社会において大流行をすることになる
のである。このような重たくて不自由な洋服が大流行した裏には、当時の千士
会背景と貴族女性の生活状況が大きく関わっていた。19世紀において、ある
程度の階級に属する女性は自ら働く必要は無く、彼女達のすべきことは美
しく身なりを整え優雅に振舞うことであった。そうすることで、労働という観点、
からは役に立たない美しい女性は彼女を養う夫や父親といった男性側の経
済力を表すーっの象徴としての大きな役割を担っていたのである。このこと
は、後に金属製のフープで出来たスケルトンペチコートの登場によって女性
がクリノリンスカートを履きながら動きやすさを獲得し行動範囲を広めた際に、
大衆紙に外出する女性を風刺したイラストが頻繁に掲載されるようになった
ことに裏付けられるだろう。つまり男性側、そして彼らによって支えられていた
当時の社会は女性が外出をすることでこれまで担っていたI男性の豊かな
経済力の象徴 Jとしての役割を放棄することを阻止しようとしたのである。こ
のようなことから考えると、クリノリンスカートは女性の主体性を奪い、女性を
男性側から鑑賞される立場として位置づけるのを促進する、いわば「抑圧の
象徴Jと捉えることが出来るであろう。
ヴィヴィアンのコレクションの中に最初にクリノリンスカートが現れたのは、
1986年春夏コレクション“Mini-Crini"においてである。このコレク、ンョンはヴィ
ヴィアンがフランス革命にインスピレーションを得たもので、クリノリンを入れて
着られるプリンセス・ラインを用い、イギリスの仕立て服の伝統的なバランスに
重点を置いたものであった。そして“Mini-Crini"はこれ以降イギリスの仕立
て服の技術がグィヴィアンの作品のベースとなっていくことになる、ひとつの転
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機となるコレクションであった。 9しかしヴィヴィアンは、単にクリノリンスカートと
いう服を過去から拝借しデザインに取り入れたわけではない。彼女は当時の
女性たちが引きずって歩いていたクリノリンスカートの丈をばっさりと切り落と
し、ミニスカート丈の「ミニ ・クリニ」として発表したのである。同じ大きな膨らみ
を持ったクリノ!)ンスカートでありながら、19 世紀のクリノリンスカートとヴィヴィ
アンによるミニ・クリニは全く異なった意味を持ち備えていた。
ではヴィヴ、イアンがミニ・クリニに与えた新たな意味とは何だ、ったのだろうか。
クリノリンが本来持つ意味はこれまで見てきたとおり、幾重にも重ねたベチコ
ートの重さや動き辛さが女性の主体性を奪い、同時に男性の経済力の象
徴としての意味を与えるということからくる「制限 、抑圧の象徴」というととであ
った。しかしヴィヴィアンはクリノリンスカートの丈を切ってミニスカートにするこ
とによって、まず行動の制限とし、う印象を取り払い自由の獲得という印象を
与えている。勿論クリノ!)ンが布製から金属フープ製に変わった時点で重さ
や足捌きの悪さといった問題はある程度解消されていたであろう。しかし最
大時においては直径 6mにも及んだスカートを身に着けての行動には不自
由が伴ったであろうことは想像に難くない。事実、「狭い通路での歩行や馬
車、列車の乗り降りは特に困難だった・・ ・J10といった記述が『下着の誕生
ーヴィクトリア主朝の社会 史』に見られる。ヴィヴィアンのミニ・クリニは同様に
金属フープによる膨らみを持ったスカートであるが、膝上という短さにすること
でそれが占める面積はかつてのものと比較するとずっと小さくなっており、加
えて脚捌きも非常に良くなっている。それゆえにミニ・クリニは快活な印象を
与えるものとして 11、女性の活動性を強調し行動を促進するといった意味を
表すようになったのである。
クリノリンスカートのミニスカート化に関しでもう一つ注目すべき点がある。
それは、脚の露出ということである。クリノリンスカートが生まれたヴィクトリア朝
時代において、女性にとって肌の露出は不道徳に繋がったため、彼女たち
は極力肌の露出を抑えなければならなかった。クリノジンスカートの丈が引き
ずるほどの長さであったということも当然のことである。それゆえ、クリノリンスカ
ートとミニ・クリニを比較すると、ミニ・クリニによる脚の露出には大きな意味の
変換が意図されているのである。その意味の変換とは、脚の持 つ性的な意
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味、特にフェティシズムの対象としての脚の強調ということだ。レスリー・ラピン
は典型的に女性の脚、胸、顔やそれ以外の身体部位がフェティシズムの対
象になるということを述べ 12、同様にウィリアム・A・ロッシは『エロチックな足
足と靴の文化史』の中で次のように記している。
脚を隠すことによって、男性のエロチックな想像力をかきたて、色情を
煽る魅力のリストのトップに女性の足があがる結果となったわけであ
る。・・・1920年代になるとようやく女性の脚が人目にふれるようになった
が、だからといって男性が脚の魅力に鈍感になったわけでは決してな
かった。・・・覆われていようといまいと、女性の脚が自然に性欲をそそ
る性質を持っていることを証明している 13
このことからすると、女性の脚は本来男性を帯、きつける性的魅力を持ち備え
た身体部位であると考えることができるであろう。それゆえ、ヴィクトリア朝時
代においてはそのような脚の持つ性的な魅力を隠し女性の性別を意識させ
ないようにするため、引きずるような長さのスカートを常日頃身に着けねばな
らなかったのである。しかし、ヴィヴィアンのミニ・クリニは着る者の脚を露出す
ることによって、脚にこれまで以上の性的な魅力を与え強調した。そうするこ
とでヴィヴィアンのミニ・クリニはこれまでのクリノリンスカートが持つ道徳的象
徴といった役割を放棄したに等しいと考えられる。それどころか女性の性的
な面や行動の自由を強調することで、ミニ・クリニは道徳的、精神的な抑 庄
からの解放とし、う意味を新たに与えられたのである。
?
これまで大きく前期と後期というこつの時期の特徴を簡単に取り上げ、 そ
して後期のミニ・クリニを例に挙げて、ヴィヴィアンの手法によりデザインの中
でどのような意味の転換がなされたかを考えてきた。ここで再度それぞれの
時期における特徴を取り上げると、前期における特徴は社会や体制に対す
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る明確な攻撃性を前面に押し出している点にあったのに対し、後期におけ
る特徴は過去の伝統や歴史を重視し、そこから新たな未来を作り上げるこ
とであった。体制への抵抗と伝統への回帰。一言で表すとアグレッシブな前
期とフェミニンでエレガントな後期は全く異なった特徴を持ち備えており、一
見した限り共通点は見当たらないように恩われるだろう。しかし後期のヴィヴ
ィアンを代表する洋服「ミニ・クリニJ;を取り上げて考察をしたところ、そこでは
興味深い意味の転換が行なわれていることに気付く。その意味の転換につ
いて端的に表すとすれば、それは「既成慨念の転覆Jということができるだろ
う。ミニ・クリニの元になったクリノリンスカートは 19世紀において栄華を誇った
下着であるが、その実は重たいベチコートと脚捌きの悪さで女性の主体性を
奪い、同時に男性側の経済力を象徴する存在としての意味を女性に与え
るものであった。また、金属性のフープによるクリノリンはその形状と材質から
烏飽を連想させ、「簡の中の鳥 Jとしての女性の抑圧の象徴として見なされ
ることも多々あったのである。しかしヴィグィアンのデザインしたミニ・クリニはク
リノvンスカートをミニスカート丈に短くすることで女性にクリノリンとし、う 19世紀
ヴィクトリア朝の優雅さと同時に動きやすさを与え、加えてプラットフォームシ
ューズやハイヒールとの組み合わせにより着る者の脚が持つ性的魅力をより
強調するように意図されていたのである。このように歴史上における服を借
用する際にヴィグィアンは本来それが持っていた意味を 180度転換し全く異
なった新しい意味を与えており、それまで私たちが持っていた知識や先入観
を覆してしまう、まさしく「既成概念の転覆J;を密かに企てていたのである。そ
してこの「既成概念の転覆」というテーマは前期のデザインに代表して見ら
れるものだ。当時の社会や体制に対する不満を活動源として、ヴィヴィアン
はフアツ、ンョンとしづ手段を通して当時の既成概念を転覆させてやろうとして
いたのである。このことはパンク、 SM、海賊、魔女といった社会からの逸脱者
をデザインのテーマとして取り上げていったこと、World's Endの象徴として
はまで文字盤のある高速逆回転する時計を掲げたことから容易に読み取
ることが可能であろう。以上のことからすると、前期においては明確に見える
ものとして、後期においては根底に隠されたものとしての違いはあれども、共
に既成の概念、に攻悠を仕掛けそれを覆そうとしているという一つの共通点を
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見出すことが出来るのではないだろうか。後期のミニ・クリニに代表されるよう
に過去の優美な時代を努努 とさせる衣装をデザインしつつも、その中にやは
り攻撃的な部分が見え隠れするという両極の面を持ち合わせたグィヴィアン
の服は、彼女自身の何事にも囚われない自由な発想やスタンダードから外
れた人生をよく反映するものである。60歳を超えてなお落ち着くことなく社会
に攻撃を仕掛けようとする姿勢。これがヴィヴィアンの持つ魅力であり人々を
惹きつける一番の理由なのであろう。
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